
【　診療科：血液腫瘍内科】

【　レジメン登録番号：IG-90　】

1 2 ・・・ 8 9 ・・・ 15 16 ・・・ 21 22 23 ・・・

ボルテゾミブ 1.3mg/㎡ s.c. ○ ○ ○ ○

レブラミド 15ｍｇ/body p.o. ○ ○

レナデックス 20mg/body p.o. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ・・・ 8 ・・・ 15 ・・・ 21 22 ・・・ 28

ボルテゾミブ 1.3mg/㎡ s.c. ○ ○

レブラミド 15ｍｇ/body p.o. ○ ○

【適応癌種：多発性骨髄腫　　】

【時期：　術前　、　術後　、　手術不能・進行・再発】

【休薬・減量に関する要件】
項目 基準

ボルテゾミブ

レブラミド

レナデックス

Rp

Rp.2

Rp

Rp.2

【備考：１6コース以降のレブラミドのメンテナンスは医師の判断にて投与を決定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　】

【変法情報：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　】

【参考文献：2018　John　Wiley　＆　Sons　Ltd, British Journal of Haematology　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

Rp.1
ボルテゾミブ　1.3ｍｇ/㎡

s.c. day1，15
生理食塩水 0.8mL/Ｖ　

レブラミド　15ｍｇ/body p.o.(分1) day1～21

薬剤名 投与経路（速度） 投与日

Rp.1
ボルテゾミブ　1.3ｍｇ/㎡

s.c. day1，8，15，22
生理食塩水 0.8mL/Ｖ　

レブラミド　15ｍｇ/body p.o.(分1) day1～21

Rp.3 レナデックス　20ｍｇ/body p.o. day1，2，8，9，15，16，22，23

　　　　　【10～15コース】

【1～9コース】
薬剤名 投与経路（速度） 投与日

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【10～15コース】

投与量 投与経路
投与スケジュール（day)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

減量内容 休薬時の再開基準

〈　RVD lite療法　〉

【1～9コース】
投与量 投与経路

投与スケジュール（day)
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投与プロトコール投与プロトコール
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